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『マツヤ・プラーナ』第185章：和訳と註解

　　『?ﾂﾔ･ﾌﾟﾗｰﾅ』和の｢ヴｱｰﾗｰﾅｽｲｰ･マーハ弓ﾐﾔ｣につ叩

１

はじめに

宮　本　久　義

　ヒンドゥー教の聖地ヴァーラーナスィー（別名カーシー，バナーラス，

ベナレス）の縁起と巡礼作法を説く『マツヤ・プラーナ』所収の「ヴァー

ラーナスィー・マーハートミヤ」は，同書の第180章から第185章の６章

からなっている。本稿はそのうちの最後にあたる第185章の和訳である。

第180～184章は，『:東洋大学文学部紀要』に三回に分けて掲載したが，

昨年それらに若干の訂正と加筆をほどこし，「Matsyapurana所収の

Varanasimahatmya : 和訳と註解」として，『:東洋における聖地信仰の

研究－ヒンドゥー教と仏教における聖地巡礼成立の要件』に収載した。

それらの発表年等については参考文献表を参照されたい。

　内容的には今までの章と同じく，アヴィムクタ（ヴァーラーナスィー

の別名で，シヴァ神が愛しんで〈離れられない所〉の意）の称賛で，悪人で

さえもこの聖地にひとたび足を踏み入れそこで死ねば解脱が得られるこ

とが強調されている。また，ヴェーダ聖典や『マハーバーラタ』，プラー

ナ聖典の編者と伝承的に言われるヴィヤーサが，この聖地に来て乞食を

したが得られず，怒ってこの都に住む人々を呪誼しようとしたが，かえっ

てシヴア神によって追放されるという重要なエピソードが語られる。た

だし，シヴア神と聖仙ヴィヤーサの確執の背景は不明である。

　テクストには, Matsya）urana.Ananda Ashrama Sanskrit Series

54, Poona, 1981. を用いた。また, The Matsya)urc

（forworded）,2 vols.,Delhi: Nag Publishers, 1983.に付された英訳を適

宜参照した。
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２

『マツヤ・プラーナ』第185章和訳

suta uvaca

スータが言った

avimukte mahapunye ca ”stikah subhadarsanah,

vismayam paramam jagmur harsagadgadanisvanah。１

偉大なる善果〔をもたらす〕アヴィムクタで，敬虔で吉相を持つ者たち

　　は，最高の驚異に達し，喜びに声を詰まらせた。

ucus te hrstamanasah skandam brahmavidam varam,

brahmanyo devaputras tvam brahmano brahmanapriyah。２

心に喜びを抱いた彼らは，ブラフマンについて最もよく知るスカンダに

　　言った。

汝は敬虔なる神の子であり，ブラフマンの知者であり，ブラーフマン

　　（バラモン）に親しい者である。

brahmistho brahmavid brahmA brahmendro brahmalokakrt,

brahmakrd brahmacari tvam brahmadir brahmavatsalah.3

汝は最高のブラーフマンであり，ブラフマンを知るブラフマーであり，

　　ブラーフマンの長であり，ブラフマーの天界に至った者であり，梵

　　行者であり，ブラフマーの愛しき者であり，

brahmatulyodbhavakaro brahmatulya namo 'stu te,

rsayo bhavitatmanah srutvedam pavanam mahat. 4

ブラフマーに等しい創造者である。ブラフマーの同等者よ，汝に敬礼せ

　　ん。

聖仙たちは，このたいへん聖なる〔岫Å聞いて，大いに浄化された。

(1）直前までの章でスカンダが語った話を指す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

tattvam tu paramam jnatam yaj jnatva 'mrtam asnute,

svasti te 'stu gamisyamo bhurlokam samkaralayam. 5

真理こそが最高の知であると知り，アムリタ（甘露，不死）を享受する。

汝に幸いあれ，我々は地上界のシャンカラ（シヴァ）の居前に行かん。

yatrasau sarvabhutatma sthanubhutah sthitah prabhuh,

sarvalokahitarthaya tapasy ugre vyavasthitah。６

そこではかの全生類の魂であり，不動の存在である主かおり，

全世界の利益のために，苛酷な苦行に励んでいる。

samyojya yogena ”tmanam raudrim tanum upaSritah,

guhyakair atmabhutas tu atmatulyagunair vrtah。７

ヨーガに専心し，自身を激烈な体に依拠させており，

グヒヤぶたちとともに，自身に相応しい美徳を持って存在する。

tatobrahmadibhir devaih siddhaisca paramarsibhih,

vijnaptahparaya bhaktya tvatprasadad ganesvara.8

それゆえ，ブラフマーをはじめとする神々や，スィッダたちや最高の聖

　　仙たちにより，

あなたの恩恵によって，最高の信愛をもって〔あなたは〕認識される，

　　春族の主（シヴァ）よ。

vastum icchama niyatam avimukte suniscitah,

evam gune tatha martya hy avimukte vasantiye. 9

堅固な心を持つ我々はアヴィムクタに常に住みたいと願っている。

なぜなら，死すべき者たちも，このような美徳を持つアヴィムクタに住

　　むから。

(2)

(3)

「地上界のシャンカラ（シヴア）の居所」とは，ヴァーラーナスィーのこと。

guhyakaの原義は「隠れた者」といった意味であるが, yaksa（夜叉）とほぼ同義に扱

われる。
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dharmasila jitakrodha nirmama niyatendriyah,

dhyanayogaparah siddhim gacchanti paramavyayam. 10

ダルマを遵守し，怒りを制御し，無私で，感官を制御し，

瞑想のヨーガに住する者たちは，最高の不壊の成就に赴く。

yogino yogasiddhas ca yogamoksapradam vibhum,

upasate bhaktiyukta guhyam devam sanatanam. 11

ヨーギンとヨーガの成就者たち，信愛に結ばれた者たちは，

最高のヨーガと解脱をもたらす，神の永遠の秘密〔の聖地〕に住む。

avimuktam samasadya praptayogan mahesvarat,

sapta brahmarsayo nita bha vasay ujyam agatah｡12

アヴィムクタに来て，ヨーガを得た偉大な神によって，

導かれて, 7人のバラモン出身の聖仙は，神のそば近くに赴い(4)。

etattu paramam ksetram avimuktam vidur budhah,

aprabuddha na pasyanti bhavamayavimohitah｡13

賢者たちはこのアヴィムクタを最高の聖地であると知る。

現象世界の幻影に惑わされて目覚めていない者たちは〔そのことを〕見

　　ない。

tenaiva cabhyanujnatas tannisthas tatparayanah,

avimukte tanum tyaktva santa yogagatim gatah｡14

彼（シヴァ）によって認められ，彼に専心する彼の信者たちは。

アヴィムクタで肉体を捨てれば，寂静のヨーガの境地に赴く。

sthanam guhyam smasananam sarvesam etad ucyate,

na hi yogad rte moksah prapyate bhuvi manavaih｡15

ここは全ての火葬場の中で〔最も〕秘密の場所であると言われる。

人間はこの世でヨーガなしには解脱を得られない。

(4）sapta brahmarsayaと総称される７聖仙の個々の名前は伝承によって大分異なる。また

　　北斗七星を指すこともある。
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avimukte nivasatam yogo moksas ca sidhyati,

eka eva prabhavo 'stiksetrasya paramesvari.

anena janmanaiveha prapyate gatir uttama. 16

アヴィムクタに住む人は，ヨーガも解脱も成就する。

最高の女神よ，ただ一度の聖地の恩恵がある。

今生のみで，ここでは至上の境地（解脱）が得られる。

avimukte nivasata vyasenamitatejasa,

naiva labdha kvacid bhiksa bhramamanena yatnatah. 17

　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　゜　　　（5)
゜

アヴィムクタに住んだ無限の威力を持つヴィヤーサが，

歩き回ったが，どこでも布施を得られなかった。

ksudhavistas tatah kruddho 'cintayac chapam uttamam,

dinam dinam prati vyasah sanmasam yo 'vatisthati.18

飢餓に苦しめられ，怒り，そして，毎日最高の呪いを考えて，

ヴィヤーサは６か月を過ごした。

katham mamedam nagaram bhiksadosad dhatam tv idam,

vipro va ksattriyo va 'pi brahmani vidhava 'pi va. 19

どうしてこの街は私に布施をしないでこのように傷つけるのか。

ブラーフマンもクシャットリヤもブラーフマンの寡婦もまた。

samskrta 'samskrta va 'pi paripakvah katham nu me,

na prayacchanti vai loka brahmanas caryakarakam. 20

教養のある者も無い者も，立派な者も，世間のブラーフマンも，

どうして乞食する私に〔布施を〕与えないのか。

（５）

（5）叙事詩『マハーバーラタ』の伝説的な作者とされるヴィヤーサのことで，クリシュナド

　　ヴァイパーヤナ，あるいはヴェーダヴィヤーサとも呼ばれる。
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esam sapam pradasyami tirthasyanagarasya tu,

tirtham catirthatam yatu nagaram sapayamy aham. 21

聖地の街のこれらの者に呪いをかけよう。

私は聖地が聖地の性質を失うよう，街に呪いをかけよう。

ma bhut tripaurusi vidya ma bhut tripaurusam dhanam,

ma bhut tripaurusam sakhyam vyaso varanasim sapan. 22

　〔上位〕３階級の者が知識を失うように, 3階級の者が財を失うように，

３階級の者が友情を失うように，とヴィヤーサはヴァーラーナスィーを

　　呪った。

avimukte nivasatam jananam punyakarmanam,

vighnam srjami sarvesam yena siddhirna vidyate.23

アヴィムクタに住む善行を行っている人々

全てに，それが成就しないよう破壊を生み出そう。

vyasacittam tada jnatva devadeva umapatih,

bhitabhitas tada gaurim tam pｒiｙa貨ｐａｒｙabh恥ａtａ.24

ヴィヤーサの心をその時知ったウマーの夫で神々の神は，

たいへん恐れて，かの愛しきガウリーに向かって言った。

srnu devi vaco mahyam yadrsam pratyupasthitam,

krsnadvaipayanah kopac chapam datum samudyatah. 25

女神よ，このように面前に座っている私の言葉を聞きなさい。

クリシュナドヴァイパーヤナは怒りから呪いをかけようとしている。

devy uvaca

女神が言った。

(6）ウマーも次行のガウリーもシヴア神の妃パールヴァティーの別名

－189－
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kim artham Sapate kuddho vyasah kena prakopitah,

kim krtam bhagavams tasya yena sapam prayacchati. 26

どうしてヴィヤーサは怒って呪いをかけるのですか。だれが怒らせたの

　　ですか。

神よ，彼に何がなされたのですか，それによって呪いをかけることになっ

　　たような。

devadeva uvaca

神々の中の神が言った。

anena sutapas taptam bahun varsaganan priye,

maunina dhyanayuktena dvadasabdan varanane. 27

愛しき人よ，〔彼は〕長年の間多くの苦行を積んだのだ。

12年間，沈黙の行を，美しき顔を持つ人よ。

tatah ksudha susamjata bhiksam atitum agatah,

naivasya kenacid bhiksa grasardham api bhamini. 28

それから，飢餓を覚えて彼が布施を受けに来たが，

誰も彼に半かけらの食べ物も与えなかった，情熱的な女性よ。

evam bhagavatah kala asit sanmasiko muneh,

tatah krodhaparitatma sapam dasyati so 'dhuna. 29

このようにして，尊い聖者に６か月の時が過ぎた。

そこで，怒りに満ちた彼は，今にも呪いをかけるであろう。

yavan naisa sapet tavad upayas tatracintyatam,

krsnadvaipayanam vyasam viddhi narayanam priye.30

(7）ヴィシュヌ神の別名。
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（8）

ko 'sya sapan na bibheti hy api saksat pitamahah,

adaivam daivatam kuryad daivam capy ａｐａｄａﾔ1tａｍ.31

誰が彼の呪いを防げるのか，〔彼は〕まさしく祖父なのであるから。

　〔彼は〕運命でないことを運命にし，運命を運命でないものにしてしま

　　う。

avam tu manusau bhutva grhasthav iha vasinau,

tasya trptikarimbhiksam prayacchavo varanane.32

我々は人間の姿になって，ここに家住者として住み，

彼が満足する布施を与えよう，美しき顔の人よ。

evam ukta tato devi devena sambhuna tada,

vyasasya darsanam dattva krtva vesam tu manusam. 33

吉祥なる神にこのように言われた女神は，その時，

人間の姿になって，ヴィヤーサに会って〔言った〕。

ehy ehi bhagavan sadho bhiksam grahaya sattama,

asmadgrhe kadacit tvam na ”gato'si mahamune. 34

修行者の尊者よ，こちらへこちらへ。最上の者よ，布施をお取りなさい。

汝は，偉大な聖者よ，私たちの家にいままで訪問しませんでした(9)。

etac chrutva pritamana bhiksam grahltum agatah,

bhiksam dattva tu vyasaya sadrasam amrtopamam. 35

それを聞いて，嬉しくなった者は，布施を受け取りに来た。

甘露に等しい六味の布施がヴィヤーサに与えられ，

（8）ここで「祖父」と言われたのは，『マハーバーラタ』の登場人物としてのヴィヤーサが，

　　カウラヴア族とパーンダヴア族双方にとっての長老で，具体的にはユディシュティラを

　　はじめとする５王子とドゥルヨーダナをはじめとする百王子の祖父にあたるからである

　　と考えられる。

{9）シヴアの妃はAnnapurna （アンナプールナー，食を満たす者）という別名があり，ヴァー

　　ラーナスィーでは，シヴア神を祀る最も重要なヴェシュヴェーシュヴァラ（ヴィシュヴァ

　　ナート）寺院に対面してアンアプールナー寺院があり，多くの参拝者が訪れる。
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anasvaditapurva sa bhaksita munina tada,

bhiksam vyasas tato bhuktva cintayan hrstamanasah. 36

聖者はその時，今まで味わったことのない美味なるものを食べた。

ヴィヤーサは布施をいただいてから，心を浮き立たせて考えた。

vavande varadam devam devim ca girijam tada,

vyasah kamalapattraksa idam vacanam abravit. 37

それから，恩恵を施す神と山の女神を敬礼した。

蓮の眼をしたヴィヤーサは，次のような言葉を言った。

devo devi nadi ganga mistam annam subha gatih,

varanasyam visalaksivasah kasya na rocate. 38

神や女神やガンガー川や美味の食べ物や吉祥なる境地がある

ヴァーラーナスィーに住むことを，大きな眼をした女性よ，

誰が喜ばないことがありましょう。

evam uktva tato vyaso nagarim avalokayan,

cintayanas tato bhiksam hrdayanandakarinim. 39

そのように言って，それからヴィヤーサは，街を眺め，

心を喜ばせる布施のことを考えた。

apasyat purato devam devim ca girijam tada,

grhanganasthitam vyasam devadevo 'braVId idam. 40

その時，面前にいる神と山の女神を見た。

家の庭にいるヴィヤーサに，神々の中の神は次のように言った。

iha ksetre na vastavyam krodhanas tvam mahamune,

evam vismayam apanno devam vyaso 'braVId vacah. 41

偉大な聖者よ，怒りやすい汝がこの土地に住むべきではない。

驚いたヴィヤーサは神に次のような言葉を言った。
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（10）

　　－　　　－vyasa uvaca

ヴィヤーサが言った。

caturdasyam athastamyam pradesam datum arhasi,

evam astv ity anujnaya tatraivantaradhiyata. 42

第14日と第８爪こにの〕土地を訪れることをお許し下さい。

　〔シヴア神は〕，よろしい，と許可を与えて，その場で消えた。

na tad grham na sa devi na devo jnayate kvacit,

evam trailokyavikhyatah pura vyaso mahatapah｡43

その家も女神も神も，どこにも認められなかった。

このように，かつて三界に知られた偉大な苦行者ヴィヤーサは，

jnatva ksetragunan sarvan sthitas tasyaiva parsvatah,
剛

evam vyasam sthitam jnatva ksetram samsanti panditah. 44

聖地の全ての美徳を知り，その〔土地の〕そばに住むことになった。

このように，ヴィヤーサの住むことを知って，

賢者たちは聖地を称賛する〔ようになった〕。

avimuktagunan sarvan kah samartho vadisyati,

devabrahmanavidvista devabhaktividambakah. 45

アヴィムクタの全ての美徳を，誰が語ることができよう。

神やバラモンを敵視する者たち，神への信愛を嘲笑する者たち，

⑩　ヒンドゥー教の太陰太陽暦は, 1か月を満月から新月にいたる半月（黒分）と新月から

　　満月にいたる半月（自分）とに分ける。そのそれぞれの半月の第８日目と第14日目とい

　　うこと。多くのプラーナ聖典では，それらの日はシヴア神への礼拝日とされており，追

　　放されたヴィヤーサがそれらの日にヴァーラーナスィーを訪れることを願ったのは，シ

　　ヴア神への礼拝に行くためであったと考えられる。また，現在でも，アーシャーダ月の

　　最終日はグル・プールニマー（師の満月）といって，師に感謝を捧げる祭礼日になって

　　いるが，この日はまたヴィヤーサ・プージャー（ヴィヤーサヘの礼拝）の日ともなって

　　いて，ヴィヤーサが追放されたとされるガンジス川の対岸に参拝に行く人もいる。［宮本

　　2003: 198],［Eck 1983:　161］参照。

㈲　底本に用いたテクストでは，この詩節以下３詩節の番号が誤記されているので訂正した。
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brahmaghnas ca krtaghnas ca tatha naiskrtikas ca ye,

lokadviso gurudvisas tirthayatanadusakah. 46

バラモンを殺す者たち，恩に仇なす者たち，

世間を憎む者たち，師を憎む者たち，聖地を汚す者たち，

皿）

sada paparatas caiva ye canye kutsita bhuvi,

tesam nastitivaso vai sthito 'sau dandanayakah. 47

罪の常習者たちや，その他世間で批難される者たち，

彼らには留まる所がない。〔ここには〕かのダンダナーヤ(12)が居る〔か

　　ら〕。

raksanartham niyuktam vai dandanayakam uttamam,

pujayitva yathasaktya gandhapuspadidhupakaih. 48

守護のために〔シヴアによって〕任じられた最高のダンダナーヤカを，

香や花などの香煙によってできうる限り崇拝をし，

namaskaram tatahkrtva nayakasya tu mantravit,

sarvavarnavrte ksetre nanavidhasarisrpe.49

それから，ナーヤカの真言で敬礼をして，

全てのヴァルナ（階層）の人々や，様々の種類の這うもの（蛇等）たち

　　　が集まる聖地で，

lsvaranugrhita hi gatim ganesvari印gatah,

nanarupadhara divya nanavesadharas tatha. 50

神の恩恵を得た者たちは，春族の主（シヴア）の境地に赴く。

様々の姿をし，様々の衣装をまとう神々もまた。

(12）この聖地を警護するDandapani神（ダンダパーニ，警棒を持つ者）のことで，ガネーシャ

　　に分類されてはいるが，バイラヴア（シヴア神の忿怒の相）の要素も併せ持つ神で，混

　　乱（サンブラマ）と疑惑（ウドブラマ）という２人の部下とともに，この都にふさわし

　　くない者を放逐する役割をシヴア神から与えられた。［宮本2003: 158］参照。
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sura vai ye tu sarve ca tannisthastatparayanah,

yad icchantiparam sthanam aksayam tad avapnuyuh. 51

全ての神々や，その信心者，専心者は，

願った最高の不壊の場所を得る。

param　puram　daivapurad　visisyate　tad　uttaram　brahmapurat

purah sthitam,

tapobaladlsvarayoganirmitam na tatsamam brahmadivaukasalayam.

manoramam kamagama （m）hy anamayam atityatejamsi tapamsi

yogavat,52

それは神々の都城より優れた都城で，ブラフマーの都城より上に位置す

　　　る。

苦行の力により神のヨーガで作られたもので，ブラフマーと神々の居処

　　　の比ではない。

adhisthitas tu tatsthane devadevo virajate,

tapamsi yani tapyante vratani niyamas ca ye. 53

神々の中の神はその場所に居て輝いている。

苦行を修し，そして誓戒を守り，

sarvatirthabhisekamtu sarvadanaphalanica,

sarvayajnesu yat punyam avimukte tad apnuyat. 54

全ての聖地の潅頂と全ての布施の果報と，

全ての供犠における善を，アビムクタでは得られる。

atitam vartamanam ca ajnana] jnanato pi va,

sarvam tasya ca yat papam ksetram drstva vinasyati.55

過去のものも現在のものも，知らずにあるいは故意に〔なした〕，

その人の全ての罪は，聖地を見ると，消滅する。
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santairdantaistapas taptam yat kimcid dharmasamjnitam,

sarvam ca tad avapnoti avimukte jitendriyah｡56

心の平静な者や心を制御した者によってなされた，どのような善行とい

　　われる苦行も，

感官を制御した者たちは，アヴィムクタでその全てを得る。

avimuktam samasadya lingam arcayate narah,

kalpakotisatais capi nasti tasya punarbhavah. 57

アヴィムクタに来て，リンガ（シヴァ神の象徴）を崇拝する者は，

何十億劫（カルパ）経ても，再び生まれることはない。

amara hy aksayas caiva kridanti bhavasamnidhau,

ksetratirthopanisadam avimuktam na samsayah. 58

なぜなら，不死の者や不壊の者が神の近くで遊んでおり，

アヴィムクタが聖地の秘儀であることは疑いない。

avimukte mahadevam arcayanti stuvanti vai,

sarvapapavinirmuktas te tisthanty ajaramarah｡59

アヴィムクタで偉大な神を拝み，讃える者たちは，

全ての罪から解放され，不老不死となる。

sarvakamas ca ye yajnah punar avrttikah smrtah,

avimukte mrta ye ca sarve te hy anivartakah｡60

あらゆる欲を持って儀礼を行う者たちは，再び戻ってくると言われる。

　〔しかし〕アヴィムクタで死んだ者は全て，戻ってくることはない。

grahanaksatrataranam kalena patanad bhayam,

avimukte mrtanam tu patanam naiva vidyate. 61

　　　　　　(13)゜　　゜　　　　　　゜惑星や星座や星々はいつか落ちる恐れがあるが，

アヴィムクタで死んだ者には，〔地獄に〕落ちることはない。

（13) naksatraは星や天体一般を表したり，月の通過する軌道にある星座（二十七宿あるいは

　　二十八宿）を意味する。
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kalpakotisahasrais tu kalpakotisatair api,

na tesam punar avrttir mrta ya ksatra uttame. 62

何十億劫や何百億劫経ても。

この最高の聖地で死んだ者たちは，再び戻ることがない。

samsarasagare ghore bhramantah kalaparyayat,

avimuktam samasadya gacchanti paramam gatim. 63

恐ろしき輪廻の大海に，時の終末まで彷徨う者たちは。

アヴィムクタに来て，最高の境地に赴く。

jnatva kaliyugam ghoram hahabhutam acetanam,

avimuktam na muncanti krtarthas te nara bhuvi. 64

阿鼻叫喚の心なき恐ろしいカリユぶを知って，

アヴィムクタを離れない者たちは，この世で目的を達する。

avimuktam pravistas tu yadi gacchet tatah punah,

tada hasanti bhutani anyonyakaratadanaih｡65

アヴィムクタに入った者が，もしそこから再び出るならば，

その時，相互に殴り合い，人々に嘲笑される。

kamakrodhena lobhena grasta ye bhuvi manavah,

niskramante nara devi dandanayakamohitah. 66

この世で性愛，憤怒，貪欲に捉えられた者たちは，

女神よ，ダンダナーヤカに惑わされて，出ていく。

㈲　ヒンドゥー教の世界観では，世界の創造から破壊にいたるまでの周期を４つのユガと呼

　　ばれる期間から構成されるとするが，カリユガはその第４期で，生類の肉体的衰弱と道

　　徳的退廃が極まった時期と考えられている。ヒンドゥー教の宇宙観については，［橋本・

　　宮本・山下2005 : 69-73］参照。
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●　　　　＝　　●㎜㎜　㎜　　●〃=　　　●●　　　　＝japadhyanavihmanam jnanavarjitacetasam,

tato duhkhahatanam ca gatir varanasi nrnam. 67

朗誦，瞑想を行わない者たち，知識なき者たち，

苦に打ちひしがれた者たちが，赴くべきはヴァーラーナスィーである。

tirthanam pancakam saram visvesanandakanane,

dasasvamedham lolarkahkesavo bindumadhavah. 68

ヴィシュヴェーシヤの喜びの苑にある聖地の５つの精髄は，

ダシャーシュヴァメーダ，ローラールカ，ケーシャヴア，ビンドゥマー

　　　　　叫　　ダヴア，

pancami tu mahasrestha procyate manikarnika,

ebhis tu tirthavaryais ca varnyate
M
avimuktam. 69

そして, 5つ目が至上のマニカルニカーと言われる。

この５つの優れた聖地により，アヴィムクタはまさに讃えられる。

eka eva prabhavo 'stiksetrasya paramesvari,

ekena janmana devi moksam pasyanty anuttamam. 70

ただ一度の聖地の恩恵で，最高の女神よ，

一度の生で，女神よ，至上の解脱が得られる。

etad vai kathitam sarvam devyai devena bhasitam,

avimuktasya ksetrasya tat sarvam kathitam dvijah. 71

神によって女神のために説かれた全てが述べられた。

聖地アヴィムクタのこの全てが再生族に述べられた。

(15) Da§a§vamedha, Lolarka, Kesava, Bindumadhavaはヴァーラーナスィーにおける重要な

　　聖地で，ダシャーシュヴァメーダはガンジス川沿いの約６キロにわたる沫浴場で最も重

　　要とされる場所。ローラールカは旧市街南部にある巨大な井戸。ケーシャヴアとビンドゥ

　　マーダヴアは，ヴィシュヌ神を祀る寺院である。

㈲　Manikarnika （マニカルニカー）は旧市街にある火葬場で，ヴァーラーナスィーの別名

　　であるMaha§masana （マハーシュマシャーナ，大いなる火葬場）の由来となった場所。
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